
Ｊ３アスルクラロ沼津・日本たばこ産業と合同で防災イベント

こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
リ
ー
グ
の
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
、
日
本
た
ば
こ
産
業
、

ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
の
選
手
た
ち
は
、
初
め
て
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
最
初
は
苦
戦

ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
た
。

た
。

る
等
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、
静
岡
地
本
の
自
衛
官
が
災
害
時
等

車
両
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
陸
上
自
衛
隊
の
中
型
ト
ラ
ッ
ク
と
偵
察
用
オ
ー
ト

た
め
、
今
後
も
各
種
防
災
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

５
日
（
日
）、
沼
津
市
愛
鷹
広
域
公
園
で
行
わ
れ
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

に
活
用
で
き
る
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
術
を
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
の
選
手
た
ち
と
一
緒
に
来

静
岡
地
本
が
合
同
で
開
催
し
た
も
の
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
４
月
２

場
者
に
展
示
し
た
。

し
て
い
た
も
の
の
、
最
後
は
全
員
し
っ
か
り
と
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
来
場
者
か

バ
イ
の
展
示
を
行
い
、
来
場
者
が
興
味
津
々
な
様
子
で
見
入
っ
て
い
た
。

ま
た
募
集
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛
隊
の
職
種
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
の
展
示

た
。
子
供
た
ち
は
パ
ネ
ル
を
見
学
し
た
り
、
受
け
取
っ
た
缶
バ
ッ
ジ
を
ユ
ニ
フ

ロープワークに挑戦する選手

自衛隊ブース

や
、
来
場
し
た
小
・
中
学
生
に
当
日
限
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
配
布
し

ォ
ー
ム
に
付
け
て
自
衛
隊
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。

静
岡
地
本
は
、
一
人
で
も
多
く
の
県
民
に
自
衛
隊
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

頼れる存在に！中学生に防災授業

こ
れ
は
同
校
か
ら
依
頼
を
受
け
、
２
・

対
応
か
ら
公
助
の
役
割
を
効
果
的
に
取
り

（
木
）、
島
田
市
立
初
倉
中
学
校
に
お
い
て
、

静
岡
地
本
は
、
藤
枝
地
域
事
務
所
長
の

感
想
や
質
問
を
隊
員
に
伝
え
て
い
た
。

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
生
徒
た
ち
が
昼
食
と

炊
き
出
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
野
外

・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
５
月
１
３
日

陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
板
妻

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

３
年
生
１
９
２
人
に
自
衛
隊
の
災
害
へ
の

経
験
談
や
映
像
を
交
え
て
講
話
を
行
っ
た
。

第
３
４
普
通
科
連
隊
は
、
速
や
か
に
災

て
説
明
し
た
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
た
。

知
機
、
隊
員
が
身
に
付
け
る
背
の
う
（
リ

生
徒
は
「
す
ご
く
重
い
」「
実
際
に
こ
れ

カレーの配布 防災講話

駐
屯
地
）
と
合
同
で
防
災
授
業
を
行
っ
た
。

入
れ
た
適
切
な
防
災
行
動
に
つ
い
て
学
ん

遣
活
動
や
災
害
へ
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に

け
取
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
り
に
座
っ
た
生

炊
具
１
号
」
を
使
用
し
、
隊
員
が
調
理
し

メ
ッ
ト
な
ど
の
装
備
品
、
自
衛
隊
に
つ
い

容
易
に
す
る
「
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
Ⅰ
型

ュ
ッ
ク
）
な
ど
を
展
示
。
実
際
に
触
っ
た

を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
、

徒
た
ち
は
、「
す
ご
く
お
い
し
い
」
と
笑

顔
で
ほ
お
ば
っ
て
い
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
を
活
用
し
、
災
害
に
対
す
る
備
え
と
い

か
な
る
状
況
で
も
頼
り
に
な
る
存
在
だ
と

自
衛
隊
を
認
知
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
引

き
続
き
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

し
て
試
食
し
た
。
隊
員
か
ら
カ
レ
ー
を
受

黒
岩
要
彦
１
等
陸
尉
が
自
衛
隊
の
災
害
派

ま
た
、
体
育
館
に
自
衛
官
の
制
服
や
ヘ
ル

害
現
場
へ
搬
送
し
、
災
害
救
援
の
初
動
を

・
Ⅱ
型
」
の
油
圧
式
カ
ッ
タ
ー
や
音
響
探

で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
。


